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新型コロナウイルス感染症に関する行政報告をいた

します。 

現下の新型コロナウイルス流行第８波の渦中にあり

まして、国内における新規感染者数は、現在も高い水準

が続いており、道内においても、年末まで減少傾向にあ

りましたが、年明け後、再び増加傾向が見られ、また、

札幌市ではオミクロン株の派生型「ＸＢＢ．１」の感染

が確認され、「ＸＢＢ．１」の特徴は国から正式な見解

は示されてはいないものの、海外で感染が拡大している

ことからも注視していかなければならないところです。 

本市におきましては、直近の今月３日からの１週間は

１７人となっており、現在までの感染者数累計は、 

１，３６１人の方の罹患が確認されております。 

また、先月７日から発生しておりました芦別市保健福

祉施設すばる及び市立芦別病院の感染者集団・クラスタ

ーの状況につきましては、すばるでは、先月２９日を 
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もって収束となり、通所リハビリテーション（デイケア）

及び短期入所療養介護（ショートステイ）が今月６日か

ら再開され、市立芦別病院では、今月３日をもって収束

し、現在は通常業務が行われております。 

罹患された方々に、改めてお見舞い申し上げますとと

もに、これまでの間、市民の皆様には、大変ご心配やご

不便をおかけした中で、ご理解とご協力をいただきまし

たことに感謝申し上げます。 

オミクロン株対応ワクチンによる接種につきまして

は、昨年９月から個別接種及び集団接種を開始し、 

１２月末までの間に、１２歳以上の対象者１０，１７２

人の７５．２％、７，６５１人の方の接種が完了してお

りますが、全国的にも、従来の接種よりも低い状況とな

っております。 

このため、市民の皆様には、オミクロン株対応ワクチ

ンの速やかな接種の検討とともに、三密の回避をはじめ

とする基本的な感染防止行動の再徹底と、日頃の備えと
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して、食料品や解熱剤、可能であれば検査キットの準備

を、また、屋内では、室内温度に留意した換気のこまめ

な実施など、今一度のご協力をお願いいたします。 

季節性インフルエンザとの同時流行の懸念もあり、イ

ンフルエンザにはこれらの感染症に対する対策が有効

とされておりますことからも、一人ひとりが感染対策の

意識を高く持ち続けていただきますよう重ねてお願い

申し上げ、新型コロナ感染症に関する行政報告といたし

ます。 


